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バ
ッ
チ
出
来
ま
し
た
。
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願
い
し
た
に
村
、
日
行
連
会
長
、
本
会
会
授
産
名
に
て

礼
状
を
発
送
し
更
に
再
度
か
か
る
類
似
業
法
の
上
程
な

き
ょ
う
懇
請
…し
た
。
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会
員

の
和
と

業
界
発
展
を
祈
念
す

北
海
道
行
政
書
士
会

会

長

渡

辺

慶

士
ロ

謹
賀
新
年

清
ら
か
な
る
元
旦

御
多
幸
と
御
健
勝
を

祈
り
、
変
ら
ぬ

御
厚
誼
の
程

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

昭
和
四
十
二
年
元
旦

長

渡

辺

副
会
長

佐

藤

藤

山

岸

川

常
任
理
事

鈴

木

成

沢

有

馬

高

島

森

平

竹

原

理

事

細

井

関

野

後

藤

太

田

喜

多

藤

井

灰

原

石

本

佐
々
木

野

尻

監

事

遠

藤

榎

波

山

木

慶

吉

〔札
幌
)

幸
之
助
〔
"
)

利

夫

〔
〃

)

隆

次

(小
樽
)

次

男

(札
幌
)

梅
次
郎
(
"
)

範

治

(
"
)

正

夫

(
〃

)

雅

美
(
"
)

松
太
郎
(
"
)

国

武
(
〃

)

健
治
郎

(函
館
)

伊
三
郎

小̂
樽
)

久

吉
留̂
萠
)

慶
次
郎

(旭
川
)

　

　
　　
　

利

明

(釧
路
)

章

明

(十
勝
)

清

(網
走
)

泰

広

(室
蘭
)

則

善
(旦
邑

行

雄

(十
勝
)

　
　　
　
　

潔

(札
幌
)

弥

一
郎
(十
勝
)

松

(空
知
)

会

昭
和
四
十
二
の
輝
か
し
い
初
春
を
寿
ぎ
会
員

士

皆
様
の
御
健
斗
を
御
祝
福
申
し
上
げ
ま
す
。

書

本
会
は
、
強
制
会
と
し
て
発
足
以
来
幾
多
の

政行

困
難
を
克
服
し
つ
つ
、
今
や
六
百
四
十
有
余
の

道

会
員
を
抱
擁
す
る
、
全
国
最
大
の
単
位
会
え
と

海

成
長
発
展
を
見
る
に
至
り
ま
し
た
。
こ
れ
偏
え

北

に
主
管
公
署
の
深
い
御
理
解
と
御
指
導
に
よ
る

と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
絶
大
な

る
御
協
力
の
賜
も
の
と
、
深
く
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

日
【5

｢
一
年
の
計
は
元
旦
に
あ
り
｣
と
古
人
の
言

明
い
残
し
た
言
を
そ
の
ま
ま
に
、
四
十
二
年
の
初

年7

頭
に
あ
た
り
、
心
気
一
新
業
界
発
展
の
た
め
に

博

微
力
を
尽
し
度
い
所
存
で
あ
り
ま
す
。

謙
坪
の
柳
関
温
良
で
、
和
平
を
擦
概
す

9 6 7年 1月ISB

◇
第
、回
行
政
書
士
業
務
に
関
す
る

連
絡
協
議
会

一
、
日

時

昭
和
四
十
一年
十
一
月
十
日

午
後
三
時

一
、
会

場

札
幌
市
北
四
西
七

北
海
道
自
治
会
館

松
の
間

一
、
出

席

地
方
課
行
政
第
三
係
長

b

課
行
政
第
三
係
長

皆
川

俊
夫

地
方
課

主
事

山
中

洋

環
境
衛
生
課
食
品
衛
生
係
長

武
田

省
平

宅
地
課

主
事

高
橋

智

北
海
道
食
品
衛
生
協
会
副
会
長

武
田

男

"

社
会
保
険
士
協
会
専
務
理
事西

山

豊

宅
地
建
物
取
引
業
協
同
組
合
長

北
海
道
行
政
書
士
会
会
長

副
会
長

斎
藤
喜
太
郎

渡
辺

慶
吉

佐
藤
幸
之
助

藤
山

利
夫

岸
川

隆
次

経
理
部
長

鈴
木

次
男

常
任
理
事

成
沢
梅
次
郎

札
幌
支
部
長

森
口
松
太
郎

旭
川
支
部
長

荒

慶
次
郎

十
勝
支
部
長

佐
々
木
行
雄

事
務
局
職
員

二
名

(第割号)

一
、
議

事

種
々
論
議
の
結
果
官
公
署
適
に
各
種
団
体
夫
々
の
立
場
か
ら

類
似
業
務
と
行
政
書
士
業
務
と
の
腕
席
を
明
確
に
し
、
非
行
政

書
士
の
根
絶
違
反
者
の
取
締
り
を
厳
重
に
し
、
明
朗
な
業
界
発

展
の
た
め
協
力
す
る
こ
と
で
意
見
の
一
致
を
見
て
有
益
な
協
議

会
で
あ
っ
た
。

る
希
望
の
年
で
あ
り
本
会
員
の
和
と
発
展
は
類

似
業
法
｢労
務
保
険
士
法
案
等
｣
の
立
法
を
阻

止
し
、
非
行
政
書
士
の
祓
屋
を
監
視
し
、
正
々

堂
々
た
る
本
会
会
員
と
し
て
、
時
代
に
適
応
し

た
如
何
な
る
部
類
の
書
類
で
も
依
頼
者
の
需
要

に
応
じ
得
ら
れ
る
研
修
を
重
ね
る
こ
と
こ
そ
、

保
持
さ
れ
る
も
の
と
思
考
さ
れ
る
次
第
で
あ
り

ま
す
。
会
員
一
同
の
御
協
力
を
お
願
し
、
希
望

あ
る
明
か
る
い
年
で
あ
る
よ
う
祈
念
し
、
新
年

の
御
挨
拶
と
致
し
ま
す
。

◇
部

長

会

議

一
、
日

時

昭
和
四
十
一
年
十
二
月
六
日

午
後
六
時

一
、
場

所

北
海
道
行
政
書
士
会
事
務
所

一
、
出
席
者

渡
辺
会
長
、
佐
藤
副
会
長
′
藤
山
副
会
長

鈴
木
経
理
部
長
、
事
務
局
職
員
二
名

一
、
議

事

ー

昭
和
四
十
一年
度
予
算
執
行
に
就
い
て

2

本
年
度
更
生
予
算
に
就
い
て

3

以
上
二
件
に
就
い
て
文
書
に
よ
る
承
認
を
求
め
る
手
続

を
と
る
こ
と
に
決
定
。

◇
第
六
回
常

任
理
事
会

一
、
日

時
“
昭
和
四
十
一
年
十
二
月
二
十
二
日

午
後
四
時

一
、
会

場

札
幌
市
辰
美
旅
館

一
、
出

席

渡
辺
会
長
、
藤
山
、
佐
藤
両
副
会
長

鈴
木
次
男
、
成
沢
梅
次
郎
、
有
馬
範
治
、
高
島

正
夫
、
荒
慶
次
郎
!
以
上
常
任
理
事

小
城
清
二
:
綱
紀
委
員
長

山
木
松
、
遠
藤
潔
;
･以
上
監
事

事
務
局
職
員

二
名

一
、
議

事

0
協
議
事
項

ー
、
丼
行
政
書
士
防
止
対
策
に
つ
い
て

2
、
会
費
滞
納
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て

3
、
昭
和
四
十
二
年
度
定
時
総
会
開
催
地
に
つ
い
て

4
、
会
費
減
免
申
請
者
の
取
扱
い
に
つ
い
て

5
、
本
年
度
予
算
外
支
出
に
つ
い
て
書
面
に
よ
る
承
認
を

求
め
た
結
果
に
つ
い
て

○
報
告
事
項

ー
、
四
十
一
年
度
中
に
廉
け
る
違
反
(容
疑
者
を
含
む
)

状
況

2
、
斡
旋
物
価
格
改
訂
に
つ
い
て

(別
紙
会
報
挿
入
の
通
り
)

◎
会
費
に
就
い
て

会
費
は
御
承
知
の
よ
う
に
毎
月
来
日
ま
で
、
翌
月
分
を
納
付

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
会
則
に
定
め
ら
れ
て
居
り
ま
す

が
、
こ
れ
が
容
易
に
納
ま
ら
な
い
状
態
に
あ
り
ま
す
。
会
務
運

営
の
円
滑
化
を
図
る
た
め
に
は
、
会
員
各
位
の
協
力
を
お
願
い

し
会
費
前
納
を
常
に
要
請
し
て
い
る
次
第
で
す
。
会
員
の
中
に

　
　

は
、
3
ヵ
月
か
ら
6
ヵ
月
前
納
年
間
完
納
も
あ
り
会
当
事
者

う乙
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9 6 7年 月お日

◎
昭
和
四
十
一
年
九
月
十
七
日
釧
路
支
部
臨
時
総
会
に
於
け
る

｢労
務
保
険
士
｣
法
制
定
反
対
決
議
書
本
会
宛
送
附
に
な
り

ま
し
た
の
で
ご
紹
介
い
た
し
ま
す
。
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号

釧
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号
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=
号

"

m
号

"

9
号

十
勝
8
号

“

8
号

網
走
7
号

上
川
旧
号

"

7
号

空
知
6
号

後
志
6
号

〃

鋤
号

〃

“
号

“

第
号

"

"
号

石
狩
第
号

釧
路
市
春
採
ー
7
2

釧
路
市
黒
金
町
9
丁
目
l

釧
路
市
白
金
町
1
の
倦

釧
路
市
緑
ヶ
岡
旧

川
上
郡
弟
子
屈
町
i
ー
ー

帯
広
市
西
野
条
南
2
丁
目
2

帯
広
市
西
3
条
南
四
丁
目
1

帯
広
市
西
潟
条
南
ゆ
丁
目
=

中
川
郡
幕
別
町
宝
野
ー
ー
7

網
走
市
南
7
条
束
6
丁
目
=

北
見
市
寿
町
核

旭
川
市
豊
岡
町
3
丁
目

空
知
郡
江
部
乙
町
ー
8
4
3

雨
竜
郡
秩
父
別
町
-
5
4
8

小
樽
市
松
山
町
=

札
幌
市
月
寒
1
ー
9
の
4

札
幌
市
澄
川
盤
の
凶

号
札
幌
市
琴
似
町
鷁
軒
3
0
3

札
幌
市
藤
野
の
4
3
4
の
苺

札
幌
市
北
鮒
条
束
2
丁
目
8
1
7

宗

田

新

一

佐

渡

保

正

福

岡

重

吉

下

田

文

夫

高

林

敏

男

中

村

徳

男

島

村

明

前

盛

八

郎

平

形

勝

日

清

忠

梶

山

茂

雄

北

条

広

志

内

山

鴻

一

久
保
田

政
太
郎

谷

明

廣

井

政

一

貝

田

信

二

阿

部

養
太
郎

佐
々

木

賢
次
郎

小

平

忠

法
2
条
2
の
5

法
2
条
ー

" 法
2
条
2
の
5

法
2
条
ー

" " “ " “ " “ " " " " “ " "
法
2
条
2
の
5

労
務
保
険
士
法
制
定
に
関
す
る
反
対
決
議

▲籾
後
急
激
な
る
社
会
状
勢
の
“変
化
に
伴
い
、
行
政
緩
嵜
の
複
"
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古
怪
"鳩実
の
ほ
る

｢
向
け々
･十
こ

の
不
必
一臭
山住
･を
訥
恥
あ
ら
れ
＼

こ
れ

が
関
連
法
案
と
資
格
登
録
廃
止
を
政
府
に
答
申
さ
れ
た
も
の
で

あ
る
。

そ
の
際
、
臨
時
行
政
調
査
会
に
お
い
て
は
、
数
百
年
来
の
伝

統
を
有
す
る
｢行
政
書
士
並
び
に
司
法
書
士
｣
制
度
ま
で
不
要

と
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
こ
れ
ら
は
一
般
国
民
生
活
に
お
い
て

必
要
欠
く
べ
か
ら
ざ
る
も
の
と
し
て
除
外
さ
れ
た
。

以
上
の
如
く
政
府
当
局
に
お
い
て
も
、
複
雑
な
行
政
機
構
の

整
理
簡
素
化
を
図
り
そ
の
具
体
化
を
推
進
し
つ
つ
あ
る
と
き
、

こ
れ
に
逆
行
す
る
か
の
如
き

｢労
務
保
険
士
法
｣
と
称
す
る
立

法
化
に
は
、
絶
対
反
対
で
あ
る
。

さ
て
、
行
政
書
士
の
業
務
は
、
他
の
業
種
と
異
な
り
、
行
政

書
士
法
第
一
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
他
人
の
依
頼
を
受
け
、
報

酬
を
得
て
官
公
署
に
提
出
す
る
書
類
そ
の
他
権
利
義
務
又
は
事

実
証
明
に
関
す
る
書
類
(実
施
調
査
に
基
づ
く
図
面
類
を
含
む
)

を
作
成
す
る
こ
と
を
葉
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

戦
後
、
社
会
状
勢
の
変
化
に
伴
な
い
、
あ
ら
ゆ
る
行
政
官
公

庁
に
お
い
て
、
窓
口
業
務
の
簡
素
化
を
図
り
、
窓
口
サ
ー
ビ
ス

に
力
を
注
ぎ
、
簡
易
な
書
類
に
つ
い
て
は
本
人
の
作
成
主
義
を

採
用
し
指
導
さ
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
時
宜
を
得
た
も
の
で

あ
り
、
わ
れ
わ
れ
も
歓
迎
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス
も
や
や
も
す
れ
ば
過

剰
傾
向
を
示
し
、
ま
た
近
時
全
国
的
に
｢労
務
管
理
±
｣
な
る

名
称
を
用
い
て
、
あ
た
か
も
適
法
な
る
業
務
の
如
く
公
然
と
行

政
書
士
法
違
反
行
為
を
な
す
者
が
跳
梁
歌
属
す
る
現
状
で
あ

る
。し

か
も
こ
れ
に
対
し
、
一
部
の
行
政
官
公
庁
に
お
い
て
は
、

こ
れ
ら
の
違
法
行
為
を
看
過
す
る
の
み
か
む
し
ろ
助
長
す
る
か

の
如
き
傾
向
の
見
ら
れ
る
こ
と
は
、
ま
こ
と
に
遺
憾
に
堪
え
な

い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

そ
の
他
食
品
衛
生
協
会
、
土
地
会
社
、
同
業
組
合
等
に
お
い

て
も
、
報
酬
を
得
て
公
然
と
違
法
行
為
を
行
な
っ
て
い
る
こ
と

は
、
周
知
の
事
実
で
あ
る
。

雑
化
と
と
も
に
、
あ
ら
ゆ
る
業
種
別
に
数
多
く
の
｢何
々
士
｣

が
あ
た
か
も
雨
後
の
筍
の
如
く
出
現
し
た
。

そ
こ
で
近
年
、
行
政
機
横
の
整
理
改
革
の
必
要
性
が
叫
ば

れ
、
先
般
臨
時
行
政
調
査
会
が
こ
れ
ら
の
｢何
々
士
｣
に
対
す

る
大
整
理
を
実
施
せ
ん
と
し
て
調
査
の
｢許
認
可
等
の
改
革
に

…関
す
る
意
見
尹、
“整
理
簡
素
化
尹の
基
準
工
に
相
=反
す
る
精
一里
雪
一致

こ
れ
ら

-
一連
の
乳遵
法
漏行
為
…･を

｢
V労
離
脱
陰
険
士
沸
こ

‐な
る
･も
の

の
制
定
に
よ
っ
て
合
法
化
す
る
こ
と
は
許
さ
る
べ
き
も
の
で
は

な
く
、
ま
し
て
行
政
書
士
法
の
一
部
を
改
正
し
て
わ
れ
わ
れ
行

政
書
士
の
業
務
を
侵
害
さ
れ
る
こ
と
は
、
断
じ
て
黙
過
す
る
こ

と
の
で
き
な
い
も
の
で
あ
る
。

よ
っ
て
こ
こ
に
、
北
海
道
行
政
書
士
会
釧
路
支
部
臨
時
総
会

は
、
満
場
一
致
を
も
ら
て
｢労
務
保
険
土
法
｣
制
定
に
断
乎
反

対
す
る
こ
と
を
決
議
す
る
。

昭
和
四
十
一年
九
月
十
七
日

北
海
道
行
政
書
士
会
釧
路
支
部
臨
時
総
会

事

務

局

日
誌

十

月

24
日

諸
官
署
及
び
関
連
す
る
諸
団
体
と
の
連
絡
協
議
会
開
催

準
備
、
会
場
を
自
治
会
館
四
階
松
の
間
と
決
定

十

一
月

10
日

灼
日

22
日

24
日

第
日

8 5 4 2
日 目 日 日

入
会

十
勝
ー

入
会

札
幌
ー

一
日
内
閣
札
幌
で
開
か
れ
る

入
会

旭
川
ー

昭
和
四
十
一
年
十
月
六
日
施
行
の
行
政
書
士
試
験
の
合

格
者
発
表
あ
り

行
政
書
士
業
務
に
関
す
る
連
絡
協
議
会
を
北
四
･西
六

自
治
会
館
で
開
く

会
費
三
ヵ
月
以
上
滞
納
会
員
に
督
促
状
発
送

(
一
七
四
通
)

入
会

函
館
1

入
会

十
勝
-

留
萠
ー

網
走
ー

退
会

函
館
1

退
会

空
知
ー

64 63 62 61 60 59 58 57 56 55 54 53 52 5 1 50 49 48 47 46 45 44 43 42 4 1 40 39 38 37 36 第

今
滝

秀
男

三
沢

塗
光

山
田
正
三
郎

永
沼

清

神

良
一

川
股

忠
機

高
井

煙

得
能

幸
雄

池
田

高
明

谷
口

和
幸

小
彼

重
吉

徳
永

隼
人

新
谷

睦
子

徳
永

撻
紀

三
浦
由
太
郎

黒
田

修
一

池
田

雅
彦

小
林

長
則

鈴
木

進

堂
前

元
良

三
浦

忠
信

豊
田

春
男

渡
辺

誠
一

渡
辺

芳
則

今
野

光
雄

橋
崎
仙
太
郎

井
上

半
蕨

山
藤

芳
郎

浜
野

栄
七

渡
辺

真
一

北
見
市
北
6
西
i

札
幌
市
白
石
町
中
央
50

札
幌
市
豊
平
町
美
園
2
条
3
丁
目

札
幌
市
美
園
複
条
6
丁
目

札
幌
市
東
雁
来
町
卸

旭
川
市
パ
ル
プ
町
ー
条
丁
5
目

室
蘭
市
母
恋
南
町
3
丁
目
4

雨
竜
郡
秩
父
別
町
2
の
6

網
走
市
南
5
条
東
4
丁
目

樺
戸
郡
浦
臼
町
字
浦
臼
内

静
内
郡
静
内
町
字
御
幸
町
ー
9
1

札
操
市
北
ー
西
館

網
走
市
北
8
西
2

札
幌
市
北
ー
西
中

小
樽
市
入
舟
町
7
丁
目

旭
川
市
4
条
2
丁
目

札
幌
市
南
3
西
2

北
見
市
屯
田
町
ー
8
6

河
東
郡
士
幌
町
字
士
幌

札
幌
市
北
第
東
7

旭
川
市
末
広
町
2
丁
目

足
寄
郡
足
寄
町
字
足
寄
大
基
線

札
幌
市
南
5
西
=

札
幌
市
大
通
西
6
の
6

留
萌
市
大
字
留
萠
村
字
留
萠
原
野

小
樽
市
南
赤
岩
町

目
梨
郡
羅
臼
町
栄
町

新
冠
郡
新
冠
町
字
新
冠

釧
路
市
光
陽
町
器

帯
広
市
東
i
条
西
3
丁
目
円

飜
覇

28
日

入
会

釧
路
-

･十
･ニ
月

ー
日

入
会

札
幌
2

空
知
i

4
日

入
会

網
走
ー

5
日

入
会

日
高
ー

旭
川
ー

退
会

旭
川
ー

6
日

部
長
会
議

9
日

文
書
に
よ
る
承
認
を
求
め
る
た
め
手
続
完
了

12
日

入
会

日
高
ー

15
日

入
会

札
幌
ー

六
ヵ
月
以
上
会
費
滞
納
者
に
督
促
状
発
送
(三
十
一
名
)

21
日

入
会

網
走
!

22
日

入
会

十
勝
ー

第
六
回
常
任
理
事
会

27
日

事
務
所
の
大
掃
除

28
日

四
十
一
年
度
ご
用
紬

▼
あ
と
が
き
▲

【お
願
い
一

年
計
報
告
用
紙
を
送
り
ま
し
た
。

報
告
の
提
出
期
限
は
1
月
31
日
で
す
。

お
忘
れ
な
く
御
地
支
庁
長
宛
提
出
下
さ
い
。
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